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1.　諸言
　学校体育におけるダンス領域は，平成29年度告示
の学習指導要領によると「イメージをとらえた表現
や踊りを通した交流を通して仲間とのコミュニケー
ションを豊かにすることを重視する運動」であり，
創作ダンス，現代的なリズムのダンス，フォークダ

ンスの3つの活動から構成されている（文部科学省，
2017）．特に中学校段階のダンス実施は，小学校で
の表現運動の習得内容を踏まえ，よりダンスの特性
に触れる内容を体験させる段階にあり，特に平成20
年度の男女必修化に伴い男女の区別なく全員が体験
することを担保されている．高橋は生涯学習社会で
ダンスの価値を以下のように述べている．①創作・
表現過程における人間の理性・完成・行動のより完
全な統合，②非競争的・身体的達成行為，③身体表
現美の意識的追求と知的・技能的達成，④集団創作
ダンスにみる共同的制作と集団的達成，⑤ライフス
パンから見た豊かな参加の可能性，⑥現代社会の非
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　本研究は，中学校 1 年生（全138名）を対象とし，質問調査紙の自由記述の内容分析か
ら学習者がダンスをどのように認識し，どういったイメージを持っているのかを調査した
研究である．研究の結果，以下が明らかとなった．ダンスで連想するものについては，大
部分がダンスをフォークダンスやリズム系のダンスとして捉えており，幅広いダンスに対
して狭い認識であることが明らかとなった．男女の差に関しては女子の方が多少幅広いダ
ンスを連想する傾向にあった．ダンスのイメージに関しては，かっこいい，ノリのいい，
キレのいい，楽しいダンスを連想する生徒が多く，集団で多くの人で踊っているイメージ
を連想した回答が多く，ダンスのイメージを矮小化して捉えていることが明らかとなった．
男女の認識の差についてはほとんどみられなかった．ダンスと体育（スポーツ）の違いと
して，生徒は，非競争性，自己表現，創作・思考，芸術性，自由等（特性），全身を使う
や動きの複雑性，体の動かし方（身体や動きの特徴），リズム・音楽，用具を使わない（付
帯する要素），運動の苦手な人もできる（汎用性），みんなで協力（協力や共同）について
認識した．男女共にダンスの根本的特性や原理に関する重要な点に気づくことができ，男
女の認識の差も一部を除いてほとんどみられなかった．
　本研究から，現段階の少ないダンスの体験からダンスを矮小化して捉える傾向のある中
学生であるが，教師の羞恥心や苦手意識に左右されずダンス指導を実施することでより幅
広く深くダンスの特性を理解できる可能性があることが示唆された．また，ダンスの理解
において男女差はほとんどないであろうことが推察できた．

	 キーワード：学習者のダンスに対する認識，中学校体育，ダンスのイメージ，自由記述分
析
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人間的状況下でのダンスの持つ癒し機能，⑦能力差
を超えた集団的教授の可能性，の7点である（高橋，
1999）．
　ダンスといってもその言葉が指し示すものは幅広
い．学習指導要領には創作ダンス，現代的なリズム
のダンス，フォークダンスの 3 領域が示されている
が，これはダンスを学校のカリキュラムに導入する
ために設定された教育的ダンスの独自の名称であ
り，普段受講生である生徒が生活の中で接している
場合は他のジャンルや名称，例えば「ヒップホップ
ダンス」や「クラシック・バレエ」，「盆踊り」や「歌
舞伎」で認識していることであろう．ダンスという
言葉をどのようなダンスで捉えているかによって，
指導者側の認識と学習者側の認識の違いがあれば，
それがダンスの学習を始める際にすりあわせをする
必要があるだろう．また，ダンスのイメージを肯定
的に捉えるか，否定的に捉えるかによって実施や指
導の困難さが変わってくると考えられる．中村・浦
井（2005）のアンケート調査によると，中学校保健
体育教諭は創作ダンスやフォークダンスの実施に対
し生徒の興味・関心が低いことが問題点であると捉
えていたことが明らかになった．また，松本奈・寺
田（2013）の調査によると，中学校保健体育教諭を
対象としたアンケート結果から，ダンス領域の指導
を行う際の生徒の問題として，苦手意識を持つ生徒
や恥ずかしさを感じる生徒への指導が困難であると
の回答がみられた．このような論点から学習者であ
る生徒の視点からダンスといえば何を思い浮かべる
かといった問題や，ダンスのイメージについて研究
する意義があるであろう．
　また，ダンスの独自性とイメージという点から言
及すると，ダンスは体育という教科の一領域として
位置づきながらも，他のスポーツ種目とは異なった
特性を持つ．表現性や創造性がそれであり，競争性
を伴い，「より高く，より速く，より強く」という
卓越性を目標とするスポーツの各種目とは根本的に
目指すものが異なる（平田，2000）．そのことが授
業を担当する指導者にとってダンスに対する分かり
にくさと敬遠を招いている（松本奈，2010，山崎，
2013）．しかし，指導者と学習者のダンスの認識は
違いがあるという指摘もあり（酒向ら，2017），学
習者がダンスのイメージをスポーツと対比してどう
捉えているのか明らかにする必要が指摘できるであ
ろう．

　これまで，先行研究では，指導者を対象とした意
識調査（松本富ら，1994；中村・浦井，2005；中村
2009；松本奈・寺田，2013；山崎朱，2013）やイメー
ジ（酒向ら，2013；2015；2017），指導の焦点や教
師行動（齊藤・中村，2008；寺山・細川，2011；安
部ら，2017）についての研究がある．一方で，学習
者を対象とした研究は，嗜好やイメージの性差につ
いて明らかにした研究（猪崎ら，2013），動機づけ
や楽しさ，イメージについてテキストマイニング法
を用いて分析した研究（内山ら，2013；内山・阿久
津，2014；朴ら，2017），ジェンダーの捉え方につ
いて明らかにした研究（酒向ら，2017），実践の
評価や成果についての研究（松本富ら，1996；村
田・松本昌，2004；中村・浦井，2007；山崎里ら，
2014；大西ら，2017；松本奈，2012；2016；2017；
2018）がある．
　これらの先行研究を総括すると，ダンスのイメー
ジについて学習者は，中学生を対象とした研究では，
男女問わずどちらかというダンスに抵抗感を持って
いるということ（酒向ら，2017），ダンスについて
男子よりも女子の方がより肯定的に捉えていた（猪
崎ら，2013）ことが明らかとなった．また，ジェン
ダーバイアスで見ると男女別でみると男子も女子も
ダンスは男性的でもなく女性的でもない中性的なも
のと捉えていること（猪崎ら，2013），女子生徒は
ダンスを女性的なものとみなし，男子生徒はダンス
を男らしいとみなしている（酒向ら，2017）ことが
明らかとなった．
　これらの研究により，一定の結果と男女別の認識
の差という重要な示唆が得られた．しかし，これら
の研究は統計的な処理により男女別の有意差検定を
行うことが主であり，また，ジェンダーバイアスと
いう限定した視点から行われたものであった．より
幅広い視点で学習者がどのようにダンスについて捉
えているのか明らかにする必要があり，また，他の
スポーツ種目の対比からダンスの特性をどのように
捉えているのか確かめる必要性があるといえるだろ
う．
　そこで本研究では，学習者である生徒がどのよう
なダンスのイメージを抱いているのか明らかとする
ことを目的とする．具体的には以下のリサーチクエ
スチョンについて明らかにする．
	 1）ダンスという用語からどのようなもの（ダン

ス領域）を連想するのか．
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	 2）ダンスのイメージをどのように捉えているの
か．

	 3）ダンスとスポーツの差をどのように捉えてい
るのか．

2.　研究の方法
　本研究の対象者は中学校 1 年生138名（男子65名，
女子73名）であった．
　研究方法は質問調査紙法であり，こちらで設定し
た調査項目について，自由回答で回答させた．質問
調査紙の調査項目は以下の 3 点であった．1 点目と
して「ダンスと聞くとどんなダンスを思い浮かべ
ますか．」，2 点目として「ダンスと聞くとどんなイ
メージを持つのか書きなさい．」，3 点目として「ダ
ンスと他の体育（スポーツ）経験との違いは何だと
思いますか．」であった．
　研究の手続きとしては，リズムダンスの単元実施
中にデータ収集を 1 回行った．分析方法としては調
査項目 1，2 については男女別単純集計によって集
計した．また，調査項目 3 については得られた回答
の内容から本研究者 1 名が分類しカテゴリー化し
た．

3.　結果
3－1.　「ダンス」で連想するものについて
　「ダンス」で連想するものについて，全229の回答
があり，詳細については以下であった（資料1参照）．
男子については，数の多いものから，「フォークダ

ンス」，「ブレイクダンス」，「恋ダンス」，「社交ダン
ス」，「現代的なリズムのダンス」，「ヒップホップ」，

「リズムダンス」，「盆踊り」，「マイムマイム」，「ス
トリートダンス」，「ロボットダンス」，「コサックダ
ンス」，「ボックス」，「オタ芸」等の回答がみられた．
女子については，数の多いものから「フォークダン
ス」，「ポップス（アイドルの）」，「ヒップホップ」，

「ブレイクダンス」，「恋ダンス」，「創作ダンス」，「リ
ズムダンス」，「ジャズダンス」，「○○踊ってみたの
ダンス」，「ロボットダンス」，「ABC」，「チアダンス」，

「バレエ系」，「社交ダンス」等の回答がみられた．

3－2.　ダンスのイメージについて
　ダンスのイメージについては，全166の回答があ
り，詳細については以下であった（資料 2 参照）．
男子については，数の多いものから，「かっこいい」，

「リズムに合わせる」，「激しい」，「楽しい」，「カッ
コよくキレがるイメージ」，「テンションがあがる」，

「難しい」等の回答があった．また，回答数は少な
かった（1 回答）が，「見せるもの」，「細かい動き
をするイメージ」，「ダンスとダンスで表現し合うバ
トルをしているイメージ」，「ヘッドスピン」，「気楽
な感じ」，「楽しくて愉快なイメージ」，「踊る人がい
て集団でやる」，「個性がメッチャでる」，「様々な踊
り方や表現があり面白い」，「上手な人と下手な人が
はっきり分かれてしまう」等の回答もあった．女子
については，数の多いものから，「楽しいイメージ」，

「かっこいい」，「明るい」，「キレッキレッ」，「みん

資料 1　「ダンス」で連想するもの
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なで楽しく踊るイメージ」，「大変そう」，「難しそう」，
「自由なイメージ」等の回答があった．また，回答
数は少なかった（1 回答）が，「激しくかっこいい
感じのダンスをイメージします」，「ノリノリ」，「リ
ズムに合わせる」，「全身で表現」，「難しくプロが踊
るもの」，「たくさん動く」，「ゆっくりしたのから激
しい動きがあるのまで様々なものがあるというこ
と」，「踊れたらかっこいい」，「踊るのが難しい」等
の回答もあった．

3－3.　ダンスと他の体育（スポーツ）経験との違
いについて

　ダンスと他の体育（スポーツ）経験等の違いにつ
いては全170回答が得られた，詳細は以下であった

（資料3 参照）．
　男子については，ダンスの特性について，「ダン
スは競い合うことがない」等の「非競争性」，「体で
ものごとを表現する」等の［自己表現］，「自分達で
すべてを考えられる」等の［創作・思考］，「体を動
かしているけど，見た目は芸術性がある」等の［芸
術性］， 「自由な表現」等の［自由］，「ダンスは決まっ
ていない，スポーツは決まっている」等の［決まっ
ていない］の回答がみられた．また，付帯する要素
に関連して，「音楽に合わせること」等の［リズム・

音楽］，「ものを使わないでできる．（球技はボール
を使うが，ダンスは自分の体だけを使ってできる．）」
等の［用具を使わない］の回答がみられた．また，
身体や動きの特徴に関して，「足だけでなく，全身を
使う」等の［全身を使う］，「体の使い方」等の［体の
動かし方］，「ステップの種類などが多い」等の［動き
の複雑性］，「運動量が適度であること」等の［運動
量が適度］の回答がみられた．また，汎用性に関し
て，「スポーツは技術がいる，ダンスは誰でもできる」
等の［誰でもできる］の回答がみられた．また，協
力や共同に関して，「皆で協力して取り組めること」
等の［みんなで協力］の回答がみられた．また，そ
の他に関して，「ダンスは 1 人でできるところ」の

［ひとりでできる］，「上品」の［上品］の回答がみ
られた．
　女子については，ダンスの特性について，「ダン
スはみんなで楽しむ，他の体育は競い合う」等の

［非競争性］，「体全体をつかって何かを表現すると
ころ」等の［自己表現］，「自分達で創作すること」
等の［創作・思考］，「芸術の部分」の［芸術性］，「ス
ポーツはある程度動きが定められていたり，見本が
あったりするが，ダンスは自分の思うままに自由に
踊れる」等の［自由］，「ダンスはふりつけを覚える
とかだけど，スポーツはあらかじめあるルールから

資料 2　ダンスのイメージについて
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資料 3　ダンスと他の体育（スポーツ）経験との違いについて（抜粋）
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やる」の［ルールを伴わない］，「ダンスはみんなで
リズムに合わせる，他の体育は一人一人が自分の役
割を果たす」の［役割を伴わない］の回答があった．
また，付帯する要素に関連して，「音楽があるかな
いか」等の［リズム・音楽］の回答があった．また，
身体や動きの特徴に関して，「ステップを入れると
ころ」の［動きの複雑性］，「普段はあまり動かさな
い部分も動かせるところ」の［体のいろいろな部分
を動かす］，「体の動かし方など」の［体の動かし方］，

「周りと合わせる（動きをそろえること）」の［動き
を合わせる］，「覚えることが多い」の［覚える］の
回答があった．また，汎用性に関して，「運動が苦
手な人でも楽しくできる」等の［誰でもできる］の
回答がみられた．また，協力や共同に関して，「1
人ができていても，周りができなければ成り立たな
いのがダンス」等の［みんなで協力］の回答がみら
れた．また，その他として「ダンスは楽しんでやる
もの，体育（スポーツ）は真面目系（？）」の［楽
しむ］，「少しゆるくてとても楽しめる」の［ゆるく
てもいい］，「スポーツは真似しづらいけれど，ダン
スは他の人が真似できる」の［真似できる］の回答
がみられた．

4.　考察
4－1.　ダンスで連想するもの，ダンスのイメージ

について
　ダンスで連想するものについては，ダンスを
フォークダンスやリズム系のダンス（ストリート系
ダンスやアイドルが曲に合わせて踊るダンス）とし
て捉えていた．創作ダンスとして捉えたのは，女子
のみにみられ，少数であった．その他，社交ダンス，
チアダンス，バレエ等の回答もみられた．また，ジャ
ンルは分からないが，インターネットやテレビのＣ
Ｍで目にするダンスを回答する生徒もいた．
　ダンスのイメージに関しては，かっこいい，ノリ
のいい，キレのいい，楽しいダンスを連想する生徒
が多かった．また，個人で踊るのではなく集団で多
くの人で踊っているイメージを連想した回答が多
かった．また，「様々な踊り方や表現があり面白い」，

「ゆっくりしたのから激しい動きがあるのまで様々
なものがあるということ」といった，ダンスの表現
や動きの多様性に言及した少数であった．さらに，
これらの回答について，男女の差についてはほとん
どみられなかった．

　以上のことから，ダンスと言えばおおむねリズム
系のダンスを連想していることが推察される．ダン
スとは元来，民俗（民族）舞踊，バレエやモダンダ
ンス等の劇場舞踊，社交ダンス，ストリートダンス
等の多様性を持ち，明るく元気で格好のよいものか
ら，暗くて不気味なものまで幅広いものであるが，
中学生が持つダンスのイメージが本来のダンスの多
様性に比べ偏っていることが明らかとなった．今回，
回答が多かったフォークダンスは対象者がすでに研
究授業として経験したものであったし，ストリート
系ダンスやアイドルが曲に合わせて踊るリズム系の
ダンスやかっこよくノリのよい楽しいイメージのダ
ンスは，テレビを中心としたマスコミ等で多くみら
れるものであるので，中学生が普段体験したり，見
聞きしたダンスのジャンルに大きく影響されたこと
が推察できる．また，男子に比べ，女子の方が創作
ダンスやチアダンス，バレエ等より幅広い回答に
なったことも，男子よりも女子の方が多様なダンス
との接点が多いことが推察できる．

4－2.　ダンスと他の体育（スポーツ）経験との違
いについて

　ダンスと他の体育（スポーツ）経験との違いにつ
いては，男女共に明確な回答が多数，多種得られ，
多種類の違いに気づいていたと考察できる．特に，
ダンスの非競争性や自己表現，芸術性といった重要
な特性に気づいていたことは特筆すべきであると考
えられる．また，先述したダンスで連想するもので
回答されたダンスは定型のものが多いが，それに反
し，自分たちで作ったり考えたりするダンスの創
作・思考の部分にも気づいており，中学生の生徒に
とってダンスはあらかじめあたえられた振付を踊る
ものではなく自分達で作り出すイメージを持ってい
ることが明らかとなった．また，さらに，体育（ス
ポーツ）に対し，ルールを守ったり役割を果たすも
のというイメージを持ち，それに反し，ダンスはよ
り自由性の高いものであるという認識を持つことが
明らかとなった．こういった自由性の高い部分が，
ダンスは誰でもできるという汎用性の認識につな
がったとことが考えられる．　
　また，動きの特性についても，全身を使ったり身
体の様々な部位を動かすこと，ステップ等の複雑な
動きを行うことについても，その特徴として捉えて
いることが分かった．ラバンはムーブメント原理の
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うち，「身体（body）」を重要な動きの要素として
捉えており，多様な動きや様々な身体の部位を使っ
た動きがダンスの重要な要素として位置づけている

（ラバン，1985）．スポーツは様々な文化的背景やルー
ルの元，運動が様式化され特定の技術やフォームを
持っているが，それとの違いを中学生の生徒は十分
認識していたことが今回の調査から明らかとなっ
た．
　また，リズムに合わせる，音楽に合わせるといっ
た，リズム・音楽についても，体育（スポーツ）と
の違いと捉えていたことが明らかとなった．ダンス
から連想するものがリズム系のダンスが大多数であ
ることから，ダンスにリズムや音楽がつきものであ
ると生徒が認識したと考えられる．また，ボール等
の用具についても，体育（スポーツ）は使用するが
ダンスは使用しないことについても認識し，その違
いとして捉えていた（男子）ことが明らかとなった．
　みんなで協力についても，ダンスの作品を作った
り踊ったりすることに伴う共同性や，スポーツにも
協力する部分があるが，非競争性を持つことにより
みんなで実施しやすく情意的な高揚感が得られるこ
とが回答より明らかになった．高橋（1999）はダン
スの価値の内，ひとつを「集団創作ダンスにみる共
同的制作と集団的達成」であると述べたが，それと
同じ内容を中学生の生徒は認識できていたことが明
らかとなった．
　ダンスと他の体育（スポーツ）経験との違いにつ
いての男女の回答の差について言及すると，回答内
容はおおむね同じであり，［用具を使わない］に関
して男子のみに回答があり，［ルールを伴わない］，

［役割を伴わない］に関して女子のみ回答があった
ことが明らかとなった．従って，ダンスと他の体育

（スポーツ）経験との違いについての認識は男女の
違いはほとんどなく，用いる用具があるかないかへ
の意識が男子にのみあり，女子の方がよりスポーツ
のルールや役割について意識した結果，ダンスとの
違いとして捉えたこと，の一部にのみ違いがみられ
ることが明らかとなった．
　以上のことから，中学校の生徒はこれまでの経験
や接点からダンスの領域やイメージをリズム系ダン
スを中心に矮小化して捉える傾向があった．しか
し，体育（スポーツ）との比較による記述分析によ
るとダンスの特性や動きの特徴を良く捉えているの
で，ダンスを幅広く正しく理解する能力は高いと考

えられる．従って，教師の羞恥心や苦手意識に左右
されずダンス指導を実施し，より幅広い多様なダン
ス活動に触れさせることで，中学生はダンスをより
広く深く理解・学習できダンスの特性に触れる学習
体験ができるであろうと考えられる．また，本研究
のダンスの捉え方やイメージにおいて，男女差は少
なかった為，男女関係なくダンスを理解し学習が行
えるであろうことが考えられる．

5.　まとめ
　本研究では，中学校 1 年生全138名（男子65名，
女子73名）にアンケート調査を実施し，ダンスで連
想するものやイメージ，体育（スポーツ）との違い
について調査した．自由回答の内容の分析の結果，
以下のことが明らかとなった．
	 1．ダンスで連想するものについては，大部分が

ダンスをフォークダンスやリズム系のダンス
（ストリート系ダンスやアイドルが曲に合わ
せて踊るダンス）として捉えていた．創作ダ
ンスとして捉えたのは，女子のみにみられ，
少数であった．多様な活動を含むダンスの概
念に比べ，ごく一部の狭い認識であることが
明らかとなった．男女の差に関しては女子の
方が多少幅広いダンスを連想する傾向にあっ
た．

	 2．ダンスのイメージに関しては，かっこいい，
ノリのいい，キレのいい，楽しいダンスを連
想する生徒が多かった．また，個人で踊るの
ではなく集団で多くの人で踊っているイメー
ジを連想した回答が多かった．ダンスの表現
や動きの多様性に言及した回答はきわめて少
数であり，ダンスのイメージを矮小化して捉
えていることが明らかとなった．男女の認識
の差についてはほとんどみられなかった．

	 3．ダンスと体育（スポーツ）の違いとして，生
徒は，非競争性，自己表現，創作・思考，芸
術性，自由等の特性，全身を使うや動きの複
雑性，体の動かし方等の身体や動きの特徴，
リズム・音楽，用具を使わない等の付帯する
要素，運動の苦手な人もできる等の汎用性，
みんなで協力等の協力や共同について認識し
た．男女共にダンスの根本的特性や原理に関
する重要な点に気づくことができ，男女の認
識の差も一部（用具の使用とルール・役割の
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認識）を除いてほとんどみられなかった．
　本研究から，現段階の少ないダンスの体験
からダンスを矮小化して捉える傾向のある中
学生であるが，教師の羞恥心や苦手意識に左
右されずダンス指導を実施することでより幅
広く深くダンスの特性を理解できる可能性が
あることが示唆される．また，ダンスの理解
に対する男女差もそれほどなく学習が行える
であろうことも示唆された．

付記：本研究は秋田大学手形地区ヒトを対象とした
研究倫理審査委員会による研究倫理審査を受
け受理され（第29-11号）実施されています（平
成29年10月31日受理）．
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Summary
　In this study, it focused in junior high school 
students（N=138） cognition what was recognized 
about dance, how did image hearing ‘dance’, 
what difference was recognized between dance 
and physical education（sports）. From analysis 
contents questionnaire free descriptions, it was 
clarified as follows; Students recognized ‘dance’ 
as rhythmic dance, it suggested that it was too 
narrow as whole dance area. And girl’s recognition 
was a little wider than boy’s recognition about 
this issue. ; Students imaged dance as cool, groovy, 
sharp, fun. There was little description about 
dance variation about expression and movement. 
It was thought they recognized dance as too 
narrow meaning. And about this issue there is no 
difference boy’s and girl’s.; As difference between 
dance and PE（sports）, students recognized non-
competitiveness, self-expression, creation and 
thinking, artistry, free as nature of dance, whole 
body movement, movement complexity as body 
and movement characteristic, rhythm and music, 
equipment as incidental factor, everyone can 
do as versatility, collaboration with everyone 
as cooperation and collaboration. There is no 
difference between boy’s and girl’s about this 
issue.

Key Words :	students’ cognition for dance, junior 
high school PE, dance image, analysis 
of questionnaire free descriptions
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